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511 脂肪酸不飽和化酵素遺伝 y一の 酵母へ の染色体内組み込み に よる不飽和脂肪酸
の 生産
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粕 的】ヒ トカ喰品からの摂取に依存して い る高度不飽繝 旨肪酸は機能睦食勗を言鑑十する上で重要な

成分である。

．
本研究で は、驪鑞 姓 産に用い られる酵母の染色体内に脂肪酸不飽秘 匕酵素遺伝子を

組み込むことにより、 本来酵母が恃たない多価不飽希朋旨筋酸を生産さぜ その生産効率と導人遣伝子
の コ ピー数などとの 相関につ い て 解析するこ とを日的とした。
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伽 HU 騒 12より（MNA ライブラ リ

ーを作戒 し、
△ 12不飽秘 ヒ酵素遺伝子を単離した。 その ORF に対心する DNA ，断片を発現ベ クター

pYES2 へ 挿入 し、酵母幽 α 塁蜘 盟 隅 α 蹲 廡 θ 内で莓嬲 i見させ たところ 、 宿主由来の脂肪酸に

加えて リノール酸（且蹴 n
−6）が新た に生成して い ることが確認された 。 続い て本遺伝了を構成発現プロ

モ
ー
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ドに置い て、δ
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配列を介しての相同組換えに より酵母ゲ ノム上ヘ イン テ グレ

ー
シ ョ ンさせた

ところ 、 本遺「云了の 構碗約な発現とリノ
ー

ル酸の顕蔚量の生成が認められた， 酵母ゲノム tでの コ ピ
ー
数を測定するため 、 CHEF サザン解析を行っ て い る。
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512　　　 カル シ ウム で活牲化される Klgyveromyces　lactis　S　Y　
一

タ ンパ ク質は

　　　　出芽酵母 のア クチ ンとキ チ ン局 在を 阻醤する
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懲 的】酵母 の キラ
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現象の作 用機構の うち感受性株 にイオ ンチ ャ ンネル の 形成や〔冶2＋

チ ャ ンネル の 阻害 を醐き起 こす もの がい くつ か知 られ て い る 。 そ こで 、 キ ラ
ー

現象の う

ちCa2＋で影響 を受ける もの を検索 した 。 こ の うち Ktuweromyces 　9actgsキラ
ー

タ ンパ ク

質（KIKP ）作用 に着 鬪 し、各種金属の影響 と、　 KgKPが出芽酵母 の 形態 に及 ぼす影響を調

べ る こ とを 藏的とする 。

匿宵法及び結果】（論 2＋ に よっ て 活盤が増加 した 3 種の キラ
ー

酵母 の うち sKeKpal9 も　 1と

も強い 活性 を示 した 。 そ こ で KKP を粗精製 した の ち 、 餐種金属塩存在下 で 鵬芽酵母の増

殖を調べ た 。 その結果 、 載IKPは（葱2＋濃度依存的に 幽芽酵母の 増殖を郷制 した が 、
　 EGTA

添瀰 に よ 9 活性が陽害 され た 。 また 、 他 の金属の 影響は晃 られ な か っ た 。 鶉 KP を作用 さ

せ る と生菌数はpm　1／10に低 下 し、偽 2＋ 存窪下で は 1パ 00 に低下 した 。 さ らに、　 KIKP作

罵 によ 箏、ア クチ ンケ ーブル の 消滅、ア クチ ンパ ッチ の 局在欠 損が 起 きた 後細胞表層 に

＄ チ ンの塊が点在 した が、Ca2＋ 揮在下で はこ の 異常が強く畢 く畷れ た 。以 上 の結果か ら、

KiKPの作用がC］a2 ＋で活性化され る こ とカ§明 らか にな っ た 。
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